安房直子『初雪のふる日』の教材研究 : 宮沢賢治『水仙月の四日』の比べ読みから生まれる読みの有用性 by Nakano, Toshimi











































































         ぼくたちみんな雪うさぎ  雪をふらせる雪うさぎ 
         うさぎの白は、雪の白   かた足、両足、とんとんとん 



























































































































































































という違いが〈雪童子〉と〈子供〉の違いとして存在する。１６      （傍点・原文ママ） 
 









































































































































































53－    －
 
９．注８に同じ（S）
．藤本芳則「安房直子の童話－〈異界〉をめぐって－」（『大谷大学研究年報』第 巻、大谷学会、年 
月、S）
．注 に同じ（S）
『水仙月の四日』の本文の引用は『校本宮澤賢治全集』第十一巻（筑摩書房、年 月）に拠っている。
なお、一部の語句を除き、ルビを省略している。
．「水仙月」が何月であるのか様々に議論をされていたが、「四月」を意味するという認識で定着している。『宮
澤賢治語彙辞典』（東京書籍、年 月）の中でも「水仙月」は「四月を指す」と表記されている。
．「雪婆んご」、「雪童子」、「雪狼」はともに雪嵐をもたらす自然現象の象徴であると考えられている。（『宮澤
賢治語彙辞典』、東京書籍、年 月、S）
．『水仙月の四日』には、「雪婆んご」が戻ってきて「なにをぐづぐづしていゐるの。さあ降らすんだよ。降
らすんだよ。」という指示を受けた「雪童子」が「まるで電気にかかつたやうに飛びたちました。雪婆んご
がやつてきたのです。」という表現がある。また、「水仙月の四日だもの。一人や二人とつたつていゝんだ
よ。」という「雪婆んご」の指図を受けた「雪童子」が「えゝ、さうです。さあ死んでしまへ。」と言葉の
上では「雪婆んご」にしたがっているところ、そして「雪婆んご」の目を盗みながら「子供」を救済して
いる様子から、「雪童子」は自然界のヒエラルキーにおいて「雪婆んご」の命令にしたがわなければならな
い立場にあることが推察できる。
．山田敏「『水仙月の四日』－異界における物語をめぐって－」（『駒場東邦研究紀要』第 巻、駒場東邦研
究紀要編集委員会、年、SS—、S、S）
．注 に同じ（S）
．『色彩の事典』（朝倉書店、年 月、S）
．香月正登『論理ベースの国語科授業づくり考える力をぐんぐん引き出す指導の要点と技術』（明治図書、
年 月、S）
．稿者が、年 月に行われた第 回中国・国語教育探究の会国語教育実践研究大会分科会（文学・
小学校低学年）で、弘中早紀教諭の『くじらぐも』（小学 年生）の授業の指導助言を行った際、中洌正堯
先生から『くじらぐも』の授業で子ども達に「現実」→「非現実」→「現実」のファンタジー作品の
構造を理解させるには『おむすびころりん』との比べ読みが有効であるという貴重なご助言をいただいた。
『おむすびころりん』は「現実」→「非現実」→「現実」のファンタジー作品の構造がとられており、
「非現実」世界の入口と「現実」世界の出口がはっきりと示されているので、ファンタジー作品の特性を
理解しやすい作品として本稿で取り上げた。
．船津啓治『比べ読みの可能性とその方法』（渓水社、年 月、S）
．注１に同じ（S）
．注 に同じ（S）
（宮崎大学） 
